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研究成果の概要（和文）：本研究では、節制飲酒という飲酒のポジティブな側面を測る尺度を開発した。開発さ
れた節制飲酒尺度は、従来のアルコール依存症のスクリーニングテストと相関の高い項目群と低い項目群からな
っていた。加えて、節制飲酒尺度得点は従来のテストでは連関がない対人関係の側面との連関が認められた。そ
して、節制飲酒尺度は十分な再検査信頼性を有していることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This study developed a screening test for harmful alcohol consumption with 
positive items. This test consisted of a group of items highly correlated with the conventional 
alcohol dependence screening test and a group of items having a low correlation with it. In 
addition, this test score was related to aspects of interpersonal relationship not related in the 
conventional test. And this test had sufficient test-retest reliability.

研究分野： 心理学

キーワード： アルコール依存　アルコール乱用　アルコール使用障害
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)【現在のアルコール依存症の判定】 現
在、アルコール依存症の疑いのある者に対し
て、典型的な症状の有無を基にした病理的基
準による診断に並行して、問題飲酒の表現の
みからなるスクリーニングテストを用いた
統計的基準による判定が行われている。一方、
節度を保った飲酒については精神医学的診
断では考慮されていない。また、2013 年に改
訂されたアメリカ精神医学会による「精神疾
患の診断・統計マニュアル」の第 5 版 
(Diagnostic and statistical manual of 
mental disorders, Fifth edition; DSM-5) 
では、「アルコール使用障害」は従来「アル
コール乱用」とされてきた状態を含む疾患と
なった。 
 
(2)【心理測定法から見た従来のテストの問
題点】 問題飲酒の表現のみからなるスクリ
ーニングテストでは、健康的状態からの逸脱
というアルコール乱用の側面について測る
ことができない。加えて、問題飲酒について
問う設問は直接的であるため、臨床場面にお
いては自身の問題を小さく答えるバイアス
を生じさせ、質問紙調査においては回答拒
否・無回答を生じやすくしている可能性があ
る。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、節制飲酒という飲酒のポジテ
ィブな側面を測る尺度を開発することを目
的とした。本研究において作成する尺度によ
り、1) 従来軽視されてきたアルコール依存
症の「節制飲酒ができなくなった (乱用)」
という側面を検討できる。また、本研究にお
いて開発される尺度は直接的に問題飲酒に
ついて問わないことから、2) アルコール依
存症者の否認による回答バイアスや質問紙
調査における回答拒否・無回答を減らすこと
ができる。そして、3) 否認の強いアルコー
ル依存症者に対しては、もはや節制飲酒する
ことができなくなったという現状を示すこ
とによって、病識理解を促す二次予防教育に、
健常成人に対しては節制飲酒を呼びかける
一次予防教育につなげることができると考
える。 
 
３．研究の方法 
(1)【節制飲酒尺度の作成】 比較的幅広い
年齢層の成人 (26 歳－51 歳) を対象に、節
度を保った状態での飲酒行動について半構
造化面接法を用いた聞き取り調査を行った。
同時に、節度を保った飲酒についての新聞記
事を収集し、分類を行った。これらをもとに
節度を保った飲酒様式 10 項目を作成し、「節
制飲酒尺度」とした。 
 
(2)【調査概要】 学術調査においても広く
用いられているWeb調査会社に登録している
モニタおよび一般市民に対して、既存のアル

コール使用障害のスクリーニングテストに
照らしての妥当性 (併存的妥当性) および
有害事象の併存性について検討した。また、
Web 調査会社に登録しているモニタに対して
は、再度調査を実施し (縦断調査)、再検査
信頼性について検討した。そして、協力の得
られた3箇所のアルコール依存治療施設に加
療中のアルコールの問題を持つ患者に対し
ても、節制飲酒尺度を施行した。 
 
４．研究成果 
(1)【節制飲酒尺度項目の作成】 節度を保
った飲酒に関する、成人を対象とした半構造
化面接法を用いた聞き取り調査による結果
と新聞記事調査による結果は互いによく一
致しており、これらを基に節制飲酒尺度項目
を作成した。作成した項目は以下の通りであ
る。 
① お酒を飲む時には、食べ物 (おつまみや

食事など) が必要だと思う 
② お酒を飲む時には、その場の雰囲気を大

切にしたい 
③ お酒を飲む時にはふつう、グラスなど酒

器を使って飲んでいる 
④ 次の日のことを考えて、お酒を飲む量を

ひかえる 
⑤ お酒は他の人と一緒に飲むことが多い。 
⑥ お酒を飲むと様々な面で効率が下がる

ことが多いと思う 
⑦ ストレス解消目的で自らお酒を飲むこ

とはめったにないと思う 
⑧ お酒を飲む時にはソフトドリンクも積

極的に飲むようにしている 
⑨ ゆっくり落ち着いて自分のペースでお

酒を飲むことが好きだ 
⑩ 自分がお酒を飲みすぎて後悔するなど、

考えられないと思う 
 全ての調査において、節制飲酒尺度は「と
てもあてはまる」「少しあてはまる」「あまり
あてはまらない」「全然あてはまらない」の 4
件法で回答を求め、「とてもあてはまる」を 4
点、「全然あてはまらない」を 1 点とした。
すなわち、節制飲酒尺度では得点が低ければ
低いほど、正常な状態から逸脱したアルコー
ル乱用の状態であることを示す。 
 
(2)【併存的妥当性】 既存のアルコール依
存症のスクリーニングテストである AUDIT 
(Alcohol Use Disorders Identification 
Test)① 得点と節制飲酒尺度得点との間に
Web 調査、一般市民調査ともに相関は認めら
れなかった。しかし、内的整合性の検討から
は、AUDIT 得点と強く連関のある項目群と、
AUDIT 得点と連関がない項目群に分かれるこ
とが明らかとなった。後者の AUDIT 得点と連
関のない項目群は、これまで測られることが
なかったアルコール乱用の側面を測ってい
る可能性がある。 
 
(3)【有害事象の併存】 節制飲酒尺度が乱



用の程度を測る尺度であるという前提のも
と、一般市民調査において、アルコール乱用
とインターネットアディクション、ニコチン
使用障害、およびギャンブル障害との併存を
それぞれ、インターネットアディクションテ
スト (Internet Addiction Test；IAT)②、
ファーガストロームニコチン依存度指数 
(Fagerstrom Test for Nicotine 
Dependence；FTND)③、および South Oaks 
Gambling Screen (SOGS)④を用いて検討した。
その結果、いずれの依存・嗜癖もアルコール
乱用との連関は認められなかった。同様に、
Web 調査および一般市民調査において、精神
的健康の指標として、WHO-5⑤、K6⑥、13 項
目 7 件法 sense of coherence スケール日本
語版⑦を用いて検討したところ、いずれの調
査においても節制飲酒尺度得点と精神的健
康の指標との相関は認められなかった。対人
関係の指標として、信頼感尺度⑧、被受容
感・被拒絶感尺度⑨、自閉症のスクリーニン
グテストである AQ10⑩を用いて検討したと
ころ、AQ10 と節制飲酒尺度との間に相関は認
められなかったが、信頼感尺度における「自
分への信頼」「他人への信頼」、被受容感・被
拒絶感尺度における「被受容感」それぞれと
節制飲酒尺度得点との弱い正の相関が認め
られた。これらの正の相関は AUDIT 得点との
間では認められないため、節制飲酒尺度によ
って新たに測ることができたアルコール乱
用の側面であると考えられる。なお、これら
の連関の特徴はWeb調査および一般市民調査
で一貫して認められている。 
 
(4)【再検査信頼性】 再検査信頼性を検討
するため、Web 調査に参加した調査協力者に
対して、1 年後に再度、調査参加を依頼し、
回答を求めた。信頼性係数を算出した結果、
節制飲酒尺度の十分な信頼性が認められた。 
 
(5)【病院調査】 協力の得られた 3 箇所の
アルコール依存治療施設に加療中のアルコ
ールの問題を持つ患者に対して、調査を実施
した。その結果、アルコールの問題をもつ患
者のAUDIT得点は一般市民調査での参加者の
得点よりも有意に高かった。また、アルコー
ルの問題をもつ患者の節制飲酒尺度得点は
一般市民調査での参加者の得点よりも有意
に低かった。以上のことは、節制飲酒尺度に
よってアルコール使用障害のスクリーニン
グが可能であることを示唆している。 
 
(6)【今後の展望】 現在までに、3箇所のア
ルコール依存治療施設から協力が得られて
いるが、当初予定していたよりも現在加療中
のアルコールの問題をもつ患者からの参加
が得られなかった。今後、さらにアルコール
依存治療施設の協力を仰ぎ、データを増やす。
そして、従来のアルコール依存症者をスクリ
ーニングするためのカットオフポイントと
予防教育に有用であると考えられるアルコ

ール乱用者をスクリーニングするためのカ
ットオフポイントをそれぞれ定める予定で
ある。 
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